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ンスをやっています。そして、年に一度開催される全国
国立大学教職員スポーツ大会にも欠かさず参加していま
す。得意な種目は、走り幅跳び、槍投げ、4×100mと4
×400mのリレーで、毎年胸をときめかせて楽しみにして
いる行事の一つです。また、旅行を通じて異文化を体
感することも好きで、これまで母と共に、中国の上海、杭
州、蘇州、南京、無錫、オーストラリアのメルボルンなど
に行ってきました。来年はヨーロッパにも足を伸ばそうかと
思っています。

今、マラヤ大学では、入学式を終え、新入生がオリエ
ンテーションを受け、在学生はキャンパスに戻りつつありま

す。7月12日からの新学期に備え、言語学部アジアヨー
ロッパ言語学科日本語専攻にも13名の新しい学生が仲
間入りします。

時に友人から光をもらい自分が輝き、また時に友人に
光を当て相手を輝かせる。志を抱く若い学生達にはそん
な「太陽と月の関係」で、ここマラヤ大学で存分に学び
切磋琢磨してほしいと願っています。そして、我々教師
は、互いの良さを引き出すことこそが真の教育であると肝
に銘じ、学生たちを伸ばしていきたいと思います。

2010年度国際学会（ハワイ）での懇親会にて 『Silent communication of Japanese society』の表紙

ハワイのポリネシア文化センターにて 2010年度マラヤ大学教職員スポーツ大会にて
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■平成22年春の叙勲受章者決まる
―本学関係者5名が喜びの受章―

平成22年春の叙勲の受章者が発表され、本学関係者では
次の方々が受章されました。

■教育研究功労　関係
瑞宝重光章　小川　英次　名誉教授（国際開発研究科）
　元経済学部長
　元大学院国際開発研究科長
　名誉教授（中京大学）
　梅村学園学術顧問
　元中京大学長・大学院経営学研究科長・教授

瑞宝中綬章　可児島俊雄　名誉教授（経済学部）
　元名古屋学院大学大学院
　経済経営研究科長・教授・特任教授

瑞宝中綬章　大塚　昭夫　名誉教授（工学部）
　元岐阜職業能力開発短期大学校長

■保健衛生・看護功労　関係
瑞宝双光章　森下　芳孝
　元医学部附属病院医療技術部長

■学校業務功労　関係
瑞宝単光章　石橋　幸康
　元医学部・医学系研究科調達課機械保守工
� （名大トピックスNo.205より）

■川合情報科学研究科准教授と東山理学
研究科教授が日本学術振興会賞を受賞

川合伸幸情報科学研究科准教授と東山哲也理学研究科
教授が、第6回（平成21年度）日本学術振興会賞を受賞しま
した。

この賞は、将来の学術研究のリーダーとして、後のノーベル
賞候補者となるようなフレッシュな研究者をいち早く顕彰するこ
とにより、今後の研究にチャンスを与えブレークスルーを促そう
とするもので、今回は364名の被推薦者の内、25名が受賞し
ました。

今回の受賞対象となった研究テーマは、川合准教授が「認
知と学習の起源に関する比較認知心理学的研究」、東山教
授が「花粉管ガイダンスをはじめとした植物生殖の動態および
分子機構の解明」です。

なお、授賞式は、3月1日（月）、東京都台東区の日本学士
院において行われました。� （名大トピックスNo.202より）

■平成22年度科学技術分野の文部科学
大臣表彰者が決まる

平成22年度科学技術分野の文部科学大臣表彰受賞者が
決定し、本学から9名が受賞しました。

■科学技術賞（研究部門）
受賞者：淺岡　　顯　名誉教授
　　　　中野　正樹　工学研究科教授
　　　　野田　利弘　工学研究科教授
　　　　中井健太郎　工学研究科助教
業績名：�弾塑性力学に基づく地盤の静的・動的応答解明

の体系的研究

受賞者：大森　博司　環境学研究科教授
業績名：�構造形態創生法の開発と構造デザインへの応用に

関する研究

受賞者：小澤　正直　情報科学研究科教授
業績名：量子測定理論の先駆的研究

受賞者：後藤　俊夫　名誉教授
　　　　堀　　　勝　工学研究科教授
業績名：ラジカル制御プラズマプロセスの先駆的研究

■若手科学者賞
受賞者：小田　寛貴　年代測定総合研究センター助教
業績名：�放射性炭素年代測定法を用いた古文書・古筆切

の研究
� （名大トピックスNo.204より）

■佐藤彰一特任教授が日本学士院新会員
として選定される

佐藤彰一本学特任教授が、12月14日（月）、日本学士院
新会員として選定されました。

同院は、学術上功績顕著な科学者を優遇し、学術の発達
に寄与するため必要な事業を行う機関であり、会員は学術で
顕著な功績を修めた科学者から選ばれ、終身任期の国家公
務員特別職の身分が付与されます。現在、会員は、人文科
学部門で62名、自然科学部門で71名の計133名です。

佐藤特任教授の専門は西洋中世史で、研究課題はローマ
帝国が崩壊した後に、どのようにして中世ヨーロッパ世界が形
を整えていったかを、残された史料を通して解明することです。

� （名大トピックスNo.201より）
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■新しい南部食堂が完成
南部食堂は、平成21年6月の旧南部食堂の撤去を皮切り

に8カ月をかけて工事を行い、平成22年2月末に完成しました。
旧南部食堂は、昭和45年に建設されてから40年が経過し、施
設の老朽化や狭隘化が著しく、近年の食の安全性への対応
や混雑緩和などの改善が求められていました。従来から、南
部食堂は東山キャンパスの南西部に位置し、全学教育を受け
る初年次学生をはじめ多くの学生に利用されてきているため、
新しい南部食堂は、「行けば誰かに会える場所」「行けば何
かの刺激、を受ける場所」「学生生活の大切な舞台のひとつ、
となる居心地の良い食堂」として、ただ食事を済ませるだけ
の場所でなく、食事以外にも活用できる新たな食堂として改築
を行いました。建物は、鉄骨造地上2階地下1階、延べ面積
2,714m2、外装材は断熱性の素材を採用、窓ガラスを複層ガ
ラス、屋根は屋上緑化とすることで熱負荷の低減を図り、結
露防止や断熱性能の向上を図りました。建物の構造は、外周
部に水平耐力を持たせた耐震壁をバランス良く配置し、内部
の丸柱には鉛直荷重のみを負担させて柱の持つ役割分担を
明快にした構造システムを採用しています。これにより、内部
の丸柱を細くして柱の存在感を低減させ、視線が行き交う軽
やかな大空間を実現することができました。食堂の内部には、
効率的に自然の光・風を呼び込むためのライトコートを設け、1
階は見通しのきくカフェテリア食堂とし、新入生でも迷うことなく
スムーズに食事することができる空間としています。座席数は
428席を用意しています。また、300人規模のパーティにも対
応でき、2階は複合食堂とし、屋外にデッキを設けて季節の変
化が身近に感じられる場所になっています。座席数は284席

を用意しています。全体の席数は、旧食堂の座席数320席か
ら712席と2倍強の座席を確保しています。また、スライディン
グウォールにより小規模のパーティ、会議、自習スペース等の
ニーズに柔軟に対応できるよう部屋を分割して利用することが
できます。その他に、映像装置を4箇所設置し、打合せや発
表の場として活用できるようにしています。

外観は、内部空間の広がりをそのまま外部に表出させること
で、表面だけを着飾ったものではない、奥行きのあるものとなっ
ています。食堂へのアプローチ外部階段には、日除け・雨除
けのための庇を設け、混雑時の行列にも配慮しています。ま
た、各階店舗・食堂の名称は、公募によって下記のとおり決
まりました。新しい南部食堂が、末永く学生・教職員に親しま
れ利用されることを期待します。
■1階カフェテリア食堂：「Mei-Dining（メイ ダイニング）」
■2階複合食堂：「彩（さい）」
■地階テイクアウトショップ：「NUだが屋（にゅーだがや）」

� （名大トピックスNo.204より）

■名古屋大学学童保育所ポピンズアフター
スクールからのお知らせ

名古屋大学学童保育所「ポピンズアフタースクール」の開
所から1年が経過しました。この間、大学の教員または学生の
みなさまからの様 な々支援により、学童保育所では、魅力あふ
れるプログラムが展開され、好評を得ることができました。次に
示しましたのは、そのうちの、ほんの一例です。
・太陽地球環境研究所教員による星見会
・総合保健体育科学センター教員によるテニス教室
・�文学研究科教員による一日考古学体験、マインドマップ教

室、同研究科非常勤講師による書道教室等
・�環境医学研究所名誉教授による宇宙に関連したプログラム
・留学生による語学教室
・�サークルの学生によるマジックショー、プチコンサート、茶道

体験、セル画作り体験、クラフト体験、防災講習等
・医学部学生による保健教育
・理系女子学生「あかりんご隊」による科学実験教室
・保護者による実験プログラム、手作りおやつプログラム等

今後も、大学が持つ人的、知的、物的財産を最大限活用
して、子どもたちの好奇心を刺激するようなプログラム開発を
行っていく予定です。学童保育所では、全学同窓会の会員
のみなさまのお子さまにも門戸を広げ、一定枠をご用意してお
りますので、入所をご希望される方は、ぜひ、ご一報下さい。

名古屋大学学童保育所ポピンズアフタースクール
（こすもす保育園2階）
Tel:�052-782-5250
e-mail:�nagoya.u-pas@poppins.co.jp

２階複合食堂

南部食堂の東面


